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「ラザリは死せり。而して我

は、我が彼處に在らざりしを、

爾等の為に喜ぶ、爾等を信ぜ

しめん為なり」 

（イオアン 11:14-15） 

 

「イイスス曰く、『石を去れ』」 

（同 11:39） 

 

今
年
の
五
旬
祭
後
第
２３
主
日
の
福
音
で

は
、
ル
カ
伝
８
章
４１―

５６

節
が
読
ま
れ

る
。
会
堂
宰
イ
ア
イ
ル
の
娘
の
蘇
生
と
、
血

漏
の
女
の
癒
し
の
話
で
あ
る
。
二
つ
の
奇
跡

が
同
時
に
語
ら
れ
る
、
福
音
書
の
中
で
も
珍

し
い
箇
所
で
あ
る
。 

 

こ
の
福
音
の
中
で
、
ハ
リ
ス
ト
ス
が
血
漏
の

女
を
癒
し
て
い
る
間
に
、
イ
ア
イ
ル
の
娘
は

死
ん
で
し
ま
う
。
同
様
に
、
別
の
箇
所
で
は
、

ハ
リ
ス
ト
ス
が
カ
ペ
ル
ナ
ウ
ム
で
百
夫
長
の

僕
を
癒
し
て
い
る
間
に
、
ナ
イ
ン
の
や
も
め

の
一
人
息
子
は
死
ん
だ
。
ま
た
ベ
タ
ニ
ヤ
の

ラ
ザ
リ
に
関
し
て
も
、
ハ
リ
ス
ト
ス
は
彼
が

病
気
で
あ
る
と
聞
い
て
い
な
が
ら
、
別
の
所

に
二
日
間
留
ま
っ
た
が
故
に
、
ラ
ザ
リ
は
死

ん
で
し
ま
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
福
音
書
で
語
ら
れ
る
死
者

の
蘇
生
の
話
は
、
ど
れ
も
ハ
リ
ス
ト
ス
が
別 

の
こ
と
を
し
て
い
た
が
故
に
間
に
合
わ
ず
死

ん
で
し
ま
っ
た
と
読
め
る
の
で
あ
る
。 

 

無
論
私
た
ち
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
を
「
人
と
な

っ
た
神
」
と
信
じ
て
い
る
。
故
に
ハ
リ
ス
ト
ス

は
命
を
宰
る
神
ご
自
身
で
あ
り
、
彼
に
は
出

来
な
い
こ
と
は
何
も
な
く
、
死
者
を
甦
ら
せ

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る
。
そ

し
て
彼
は
、
い
く
ら
死
者
を
蘇
生
さ
せ
ら
れ

る
か
ら
と
言
っ
て
、
冷
酷
に
彼
等
を
見
殺
し

に
し
た
訳
で
は
な
い
。
ハ
リ
ス
ト
ス
は
や
も

め
の
哀
し
み
に
は
ら
わ
た
が
千
切
れ
る
ほ
ど

共
鳴
し
、
ラ
ザ
リ
の
死
を
悼
み
、
涙
を
流
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
神
は
、
私
た
ち
の
現
実
を

あ
え
て
そ
の
ま
ま
に
な
さ
り
な
が
ら
、
苦
し

み
を
共
に
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら

私
た
ち
の
信
仰
は
、
苦
し
み
の
中
に
あ
っ
て

こ
そ
磨
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
聖
使
徒
パ
ワ

ェ
ル
は
言
う
。
「苦
難
が
忍
耐
を
生
み
、
忍
耐

が
品
格
を
、
品
格
が
希
望
を
生
む
」と
。 

 

私
た
ち
が
生
き
る
上
で
最
も
必
要
な
も
の

は
、
永
遠
の
命
へ
の
希
望
で
あ
る
。
こ
の
希

望
は
、
信
仰
の
う
ち
に
苦
難
を
耐
え
忍
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
確
た
る
も
の
と
な
る
。
そ
し
て

そ
の
苦
し
み
は
、
必
ず
喜
び
に
変
わ
る
。

（
L
） 



                       

９
月
23
日
㈫
・
秋
分
の
日

に
、
金
成
教
会
を
会
場
に
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
誦
経
奉
仕
者

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
仙

台
管
轄
か
ら
は
、
仙
台
の
ル

カ
平
塚
兄
、
ア
ン
ド
レ
イ
高

橋
兄
、
中
新
田
の
セ
ル
ギ
イ

渡
邊
兄
、
ア
ン
ナ
渡
邊
姉
、
マ

リ
ヤ
澤
邉
姉
の
５
名
が
参
加

し
た
。 

本
研
修
会
で
は
回
を
重
ね

る
ご
と
に
講
義
で
は
な
く
具

体
的
な
実
技
指
導
を
求
め
る

声
が
高
ま
り
、
今
回
は
予
定

時
間
の
全
て
を
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
４
名
の
司
祭
に
よ
る
個

別
指
導
に
費
や
し
た
。
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
で
劇
的

に
上
達
す
る
方
も
お
ら
れ
、

非
常
に
充
実
し
た
会
と
な
っ

た
。 よ

り
良
い
奉
神
礼
の
実
践

の
た
め
、
更
な
る
会
の
充
実

を
図
り
た
い
。 
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１０
月
１８
日
㈯
、
仙
台
教
会
に
て
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
「
聖
歌
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は

８
月
ま
で
仙
台
を
管
轄
さ
れ
て
い
た
ダ
ヴ
ィ
ド

水
口
神
父
様
。
以
前
の
聖
歌
研
修
会
で
は
東

北
全
体
か
ら
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
て
い
た

が
、
一
昨
年
よ
り
交
通
の
便
を
考
慮
し
仙
台
と

盛
岡
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
日
は
仙
台

管
轄
と
石
巻
管
轄
の
信
徒
２７
名
が
集
ま
り
、

神
父
様
の
お
話
に
耳
を
傾
け
た
。 

 

今
年
の
聖
歌
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
「
バ
ラ
ン

ス
」
。 

神
父
様
は
、
バ
ラ
ン
ス
と
は
「
二
つ
以
上

の
も
の
（
複
数
）
が
均
衡
を
保
っ
て
『
一
つ
』
の
よ

う
に
な
る
」こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
聖
書
が

言
う
と
こ
ろ
の
「
美
」
で
あ
る
と
ご
説
明
に
な
っ

た
上
で
、
実
際
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
た
め

に
は
、
①
「
～
過
ぎ
な
い
こ
と
」
と
、
②
「
周
り
の

声
を
聞
く
」
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
お
話
し
に

な
っ
た
。 

 

そ
し
て
こ
の
２
点
を
踏
ま
え
、
「
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
や
す
い
」
歌
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
皆
で
実
際
に
歌
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
コ

ツ
を
学
ん
だ
。 

ま
た
、
ご
講
話
の
中
で
神
父
様
は
、
「
『
一
つ

に
な
る
』
と
は
形
式
的
・
外
面
的
な
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
精
神
的
、
信
仰
的
な
面
で
も
究
極

の
目
的
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
バ
ラ
ン
ス
と
は
、
聖

歌
を
歌
う
上
で
の
注
意
点
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
愛
・
一
致
を
目
指
す
私
た
ち
正
教
徒
の
人

生
に
於
け
る
大
切
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
聖
歌
を

歌
う
上
で
心
掛
け
る
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま

生
活
の
様
々
な
場
面
に
も
当
て
嵌
ま
る
。 

水
口
神
父
様
は
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
「
何
と
な

く
分
か
っ
て
い
る
け
ど
具
体
的
に
は
分
か
っ
て

い
な
い
」
抽
象
的
な
テ
ー
マ
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
解
り
や
す
く
解
き
明
か
し
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。 

最
後
に
、
会
場
設
営
か
ら
お
茶
菓
子
の
準
備

ま
で
ご
奉
仕
下
さ
っ
た
仙
台
正
教
会
聖
歌
隊
の 

皆
様
に
感

謝
申
し
上

げ
ま
す
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 
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山
田
教
会
は
、
岩
手
県
山
田
町
に
一
八
七
九

（
明
治
十
二
）
年
に
建
立
さ
れ
、
火
災
や
津
波
な

ど
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
が
、

二
〇
十
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で

焼
失
し
ま
し
た
。
後
に
盛
岡
教
会
管
轄
司
祭
の

ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明
神
父
様
（
当
時
）
※
が
再
建

し
二
〇
十
八
年
十
二
月
に
成
聖
さ
れ
ま
し
た
。

聖
堂
正
面
に
は
キ
プ
ロ
ス
で
作
ら
れ
た
「
全
能
者

ハ
リ
ス
ト
ス
」
の
モ
ザ
イ
ク
イ
コ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、

聖
堂
右
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
信
徒
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
「復
活
の
鐘
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

九
月
二
〇
日
（土
）仙
台
教
会
信
徒
八
名
は
レ

ン
タ
カ
ー
の
ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス
に
乗
車
し
小
雨

降
る
な
か
約
二
〇
〇
キ
ロ
先
の
山
田
教
会
を
目

指
し
ま
し
た
。
途
中
何
度
か
休
憩
を
は
さ
み
な

が
ら
「山
田
町
震
災
伝
承
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」や
「鯨
と

海
の
科
学
館
」
に
立
ち
寄
り
、
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
。
山
田
教
会
は
震
災
後
造
成
さ
れ
た
街
な

か
に
あ
る
可
愛
ら
し
い
建
物
で
し
た
。
午
後
四
時

に
教
会
の
前
晩
祷
に
参
祷
し
、
ピ
ー
メ
ン
松
島
拓

神
父
様
の
静
か
で
力
強
い
祈
祷
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ

松
島
和
香
子
マ
ト
シ
カ
の
誦
経
、
一
〇
人
ほ
ど
の

山
田
教
会
信
徒
の
皆
さ
ん
の
単
音
聖
歌
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
共
に
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

聖
堂
の
イ
コ
ノ
ス
タ
ス
や
写
真
集
を
拝
見
、
隣
室

の
納
骨
室
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

二
一
日
（日
）午
前
一
〇
時
か
ら
の
聖
体
礼
儀

で
は
、
松
島
神
父
様
の
講
話
に
深
く
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
他
教
会
と
の
信
徒
同
士
の
交
流
の

大
切
さ
な
ど
の
お
言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
が
胸
に

響
き
、
日
々
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
な
お
す
貴
重 

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
く
の
食
事

処
で
ご
馳
走
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
互
い
参
祷

の
感
想
を
述
べ
な
が
ら
自
己
紹
介
し
た
り
、
「
岩

手
山
田
旅
情
」
と
い
う
歌
を
披
露
し
た
り
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。
服
部
姉
た
ち
の
着
物
リ
メ
イ
ク

の
洋
服
や
贈
り
物
の
バ
ッ
グ
も
好
評
で
し
た
。
帰

り
は
青
空
の
も
と
で
車
窓
か
ら
山
田
湾
の
絶
景

を
見
、
道
の
駅
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
の
快
適
な

旅
で
し
た
。
運
転
手
の
ア
ン
ド
レ
イ
高
橋
兄
に
は

深
く
感
謝
し
ま
す
。 

※
二
〇
一
九
年
十
月
～
二
〇
二
五
年
八
月
仙

台
教
会
管
轄
司
祭
。
な
お
、
オ
リ
ガ
水
口
敦
子
マ

ト
シ
カ
が
山
田
教
会
訪
問
の
計
画
を
立
て
、
婦 

山
田
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

主
の
復
活
会
堂 

訪
問
報
告 

 

婦
人
会 

ウ
ェ
ラ
山
中
由
美 

  

人
会
で
準

備
を
進
め

て
い
ま
し
た

が
、
八
月
に

石
巻
教
会

へ
転

勤

さ

れ
た
た
め
、

残
念

な
こ

と
に
同

行

が

か
な

い

ま

せ
ん
で

し
た
。 



                       

献 

金 

報 

告 
(9.17

～10.21) 

○
聖
堂
内
献
金 

六
万
二
百
四
円 

○
感
謝
献
金 

二
万
円 

横
山
望 

一
万
円 

中
新
田
教
会 

五
千
円 

宮
崎
正
美
、
有
原
昌 

三
千
円 

大
寺
宏
子
、
鈴
木
留
里
子
（共
に
白
河
） 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

三
千
円 

平
塚
裕 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

三
万
円 

木
村
富
貴
子
、
勝
又
稚
佳
子 

一
万
円 

平
塚
裕
、
大
立
目
謙
直
、
岡
多
喜
子 

五
千
円 

八
文
字
積
子
、
木
村
良
治
、
熊
谷
経
光 

三
千
円 

山
田
喜
美
雄
、
永
元
道
子
、
高
橋
嘉
彦
、 

千
葉
温
、
木
村
史
之
、
大
立
目
潤
子 

千
円 

 

小
原
淑
子
、
岡
崎
た
い
子
、
岡
崎
雄
俊
、 

飯
塚
順
子 

○
会
報
感
謝
献
金 

五
千
円 

涌
谷
教
会 

○
納
骨
献
金 

五
十
万
円 

横
山
栄
子 

三
万
円 

 

櫻
井
恵
美
子 

○
敬
老
感
謝
献
金 

五
千
円 

本
多
弘
子
、
笹
川
純
子
、
平
塚
裕 

三
千
円 

山
寺
し
ち
よ
、
佐
藤
幾
久
子 

※
敬
称
略 

白
河
正
教
会
だ
よ
り 

 

１０
月
４
日
㈯
か
ら
５
日

㈰
に
か
け
て
司
祭
の
巡
回

が
あ
り
、
徹
夜
祷
と
聖
体
礼

儀
が
行
わ
れ
た
。 

 

５
日
に
は
、
聖
体
礼
儀
に

続
け
て
秋
の
総
パ
ニ
ヒ
ダ

と
、
よ
う
や
く
シ
ー
ト
が
取

れ
て
そ
の
美
し
い
姿
を
見
せ

て
く
れ
た
聖
堂
の
修
復
成

聖
が
行
わ
れ
た
。
生
憎
の
曇

り
空
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ

う
な
天
気
を
晴
れ
や
か
に

変
容
さ
せ
る
喜
び
の
歌
声

が
境
内
に
響
い
た
。 

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

９
月
２６
日
㈮
か
ら
２７
日
㈯
に
か
け
て
司
祭

の
巡
回
が
あ
り
、
十
字
架
挙
栄
祭
を
お
祝
い
し

た
。
２６
日
は
晩
課
の
後
に
１９
時
半
頃
ま
で
残

っ
て
聖
歌
練
習
、
聖
体
礼
儀
で
の
変
更
箇
所
を

予
習
し
た
。
実
は
そ
の
時
間
に
十
字
架
の
花
飾

り
も
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
花
屋
が
閉
ま
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
渡
邊
ご
夫
妻
に
花
の
購
入
と
飾

り
付
け
を
依
頼
。
司
祭
の
祝
福
用
（手
持
ち
）十

字
架
は
原
則
的
に
信
徒
は
触
れ
な
い
為
、
置
き

型
の
八
端
十
字
架
を
預
け
た
と
こ
ろ
、
と
て
も

美
し
く
飾
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

そ
し
て
２７
日
に
は
十
字
架
が
聖
堂
中
央
に 
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安

置

さ

れ

る
な

か
聖

体

礼

儀
を

献

じ

、

皆

で
十

字

架

に

伏

拝

し

た
。 

➡９月２６日の河北新報に白河教

会の写真集を紹介する記事が載り

ました。仙台にも少し在庫がありま

す。1,500円。 



                       

聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

11/2 アルテミイ（アンティオケの聖大致命者） 針生晶朗 

11/5 イアコフ（主の兄弟、聖使徒） 道家和夫、横山 渉、若松勝也 

11/8 ディミトリイ（フェサロニカの大致命者） 小野嘉耶、小幡楠城 

11/9 カピトリナ（聖致命女） 早坂美穂 

11/11 アナスタシヤ（ロマの聖致命女） 大槻和恵 

11/12 ジノヴィヤ（キリキヤの聖致命女） 遠藤宏美 

11/14 ダミアン（メソポタミアの奇蹟者廉施者） 岡 潔、遠藤正義 

11/14 キリエナ（聖致命女） 小堀彩華 

11/20 ラザリ（ガリシヤの克肖者聖神父） 小野寺洋 

11/24 ビクトル（ロマの聖致命者） 土田貴一郎 

11/26 イオアン（コンスタンチノープルの大主

教金口） 

高橋哲郎輔祭、勝又良樹 

11/26 マネファ（カッパドキヤ・ケサリヤの聖致

命女） 

鈴木いく子 

11/29 マトフェイ（聖使徒福音者） 針生勝通、横山毅、土田定克、

佐々木隆 

１１月聖名日 

モレーベンのご案内 
11月 16日㈰聖体礼儀後 

11 月の聖名日モレーベンに

該当する方々です。ぜひご参祷

ください。 
▲聖使徒イアコフ ▲聖使徒マトフェイ 
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 「ミニバザー委員会」のご報告 

１０月２１日㈫午後１時より、昨年まで

のバザーの残品確認を行ったところ、ミ

ニバザーを開催できるほどの物品はあ

りませんでした。１１月いっぱいは在庫を

会館４階に並べておきますので、ご入用

の物があればお持ち帰りください。 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
７
年
１０
月
７
日 

午
後
２
時
～
３

時
半 
場
所
：３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

・
９
／
１４ 

敬
老
会
、
神
父
歓
迎
会
、
聖
名
祭
モ

レ
ー
ベ
ン
、
山
田
教
会
訪
問
旅
行
モ
レ
ー
ベ
ン
実

施
。
70
歳
以
上
参
祷
者
25
名
、
ク
オ
カ
ー
ド
贈

呈
総
数
２８
枚
（郵
送
含
む
）
、
残
22
枚
。 

・
９
／
１８ 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
委
員
会
（
一

関
） 

出
席
：
司
祭
、
ウ
ェ
ラ
山
中
姉 

・
９
／
２０-

２１ 

仙
台
教
会
有
志
山
田
教
会
訪

問 ・
９
／
２１ 

生
神
女
誕
生
祭 

・
９
／
23 

誦
経
奉
仕
者
研
修
会
（
金
成
） 

参

加
：
司
祭
、
ル
カ
平
塚
兄
、
ア
ン
ド
レ
イ
高
橋
兄 

・
９
／
２４ 

火
災
保
険
契
約 

・
９
／
２６ 

電
気
設
備
定
期
調
査
。
異
常
無
し
。 

・
９
／
２８ 

十
字
架
挙
栄
祭
後
の
主
日 

・
９
／
３０ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
点
検
。
異
常
無
し
。 

・
10
／
２ 

キ
プ
リ
ー
ラ
横
山
姉 

納
骨
（
笹
川

執
事
長
同
行
）
。
ピ
ア
ノ
調
律
２
台
。 

二
、
協
議
事
項 

⑴
聖
堂
外
壁
ク
ラ
ッ
ク
修
繕
の
件 

鹿
島
建
設
よ
り
聖
堂
南
側
の
み
修
繕
の
見
積

り
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
南
北
両
面
の
修
繕
と
大

し
て
変
わ
ら
な
い
約
78
万
円
と
い
う
額
が
提
示

さ
れ
た
。
早
急
に
工
事
が
必
要
と
い
う
訳
で
は

な
い
為
、
平
塚
兄
に
他
の
業
者
を
探
し
て
も
ら

い
、
再
度
検
討
す
る
。 

⑵
聖
歌
研
修
会
の
件 

昨
年
同
様
、
会
場
設
営
や
当
日
の
飲
み
物
・

菓
子
類
の
準
備
は
聖
歌
隊
に
依
頼
す
る
。 

⑶
七
五
三
の
件 

11
月
16
日
の
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン
に
併
せ

て
、
七
五
三
の
モ
レ
ー
ベ
ン
を
行
う
（
該
当
者
が

参
祷
し
た
場
合
）
。
お
菓
子
５
セ
ッ
ト
用
意
（
太

田
姉
）
。
袋
に
貼
る
シ
ー
ル
を
準
備
す
る
（
田

畑
）。 

⑷
ミ
ニ
バ
ザ
ー
委
員
会
の
件 

10
月
21
日
13
時
に
集
ま
り
、
在
庫
を
確
認

す
る
。 

三
、
そ
の
他 

・
会
館
の
保
険
料
が
大
き
く
値
上
が
り
し
た

為
、
来
年
の
更
新
に
向
け
て
検
討
す
る
（ほ
け
ん 

◇降誕祭の斎◇ 

●ユリウス暦 

１１月２８日から 

●修正ユリウス暦 

１１月１５日から 
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の
窓
口
を
利
用
す
る
、
ネ
ッ
ト
保
険
を
視
野
に

入
れ
る
等
）。 

・執
事
会
の
若
返
り
を
目
指
す
。
多
く
の
信
者
に

当
事
者
意
識
・
責
任
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
役
世
代
が
執
事

と
な
る
為
に
は
火
曜
午
後
の
執
事
会
で
は
出
席

が
困
難
な
為
、
必
要
に
応
じ
て
執
事
会
を
日
曜

に
戻
す
等
、
対
応
す
る
。 

・
150
年
記
念
ク
オ
カ
ー
ド
は
千
五
百
円
で
頒
布

さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い

為
、
聖
堂
入
口
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
人
目

に
触
れ
る
よ
う
に
し
、
周
知
を
図
る
。 

・廻
家
祈
祷
を
希
望
す
る
声
有
り
。
実
施
す
る
。 

・
日
頃
教
会
と
接
点
の
な
い
方
（
埋
葬
式
の
際
の

遠
方
に
住
む
遺
族
等
）
に
対
し
、
献
金
の
目
安

額
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
の
提
言
が

あ
っ
た
。 



                       

11
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

○
仙
台
教
会 

1
日
㈯ 
徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
４
調 

2
日
㈰ 

第
２１
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 
 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
２０３
端
２:

16-

２０ 

 
 
 

福
音 

ル
カ
８３
端
１６
：
１９-

３１ 

 
 

 

◆
聖
堂
清
掃
奉
仕 

4
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
14
時
） 

8
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
５
調
（
17
時
） 

9
日
㈰ 

第
２２
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
２１５
端
６:

１１-

１８ 

 
 
 

福
音 

ル
カ
３８
端
８
：
２６-

３９ 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

15
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
６
調
（
17
時
） 

16
日
㈰ 

第
23
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

エ
フ
ェ
ス
２２０
端
２
：４-

１０ 

福
音 

ル
カ
３９
端
８
：
４１-

５６ 

 
 

 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

★
七
五
三
モ
レ
ー
ベ
ン 

22
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

23
日
㈰ 

聖
体
礼
儀
・
代
式
共
に
あ
り
ま
せ
ん 

 

29
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
８
調
（
17
時
） 

30
日
㈰ 

第
２５
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

エ
フ
ェ
ス
２２４
端
４
：１-

６ 

 
 
 

福
音 

ル
カ
６６
端
１２:

１６-

２１ 

○
中
新
田
教
会 

9
日
㈰ 

第
２２
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

22
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
７
調
（
17
時
） 

23
日
㈰ 

第
２４
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
（
11‐

１２
月
分
） 

★
七
五
三
モ
レ
ー
ベ
ン 

     

○
白
河
教
会 

10
月
31
日
㈮ 

教
会
清
掃
（
9
時
半
） 

1
日
㈯
～
3
日
㈪ 

一
般
公
開 

1
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
４
調
（
18
時
） 

2
日
㈰ 

第
２１
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

16
日
㈰ 

第
23
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

１１月の予定 

【代式祈祷】２㈰ 

【聖堂清掃奉仕】２㈰ 

【月例パニヒダ】９㈰ 

【聖名祭・七五三感謝祈祷】1６㈰ 

【信徒懇親会】２３㈰‐２４㈪ 

【聖歌隊】（発声）９㈰13時半 

      （練習）２㈰、１６㈰、30㈰ 

【婦人会】３０㈰ツリー飾り付け 

【方舟会】３０㈰総会、ツリー飾り付け 
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23
日
㈰
～ 

24
日
㈪ 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

信
徒
懇
親
会 

『写真で識る 日本

正教会の歴史』 

頒布献金：２００円 

『主日奉事式 日英

対訳』 

頒布献金：1,500円 


